
（お知らせ） 

令和７年２月１１日 

防 衛 省 

 

「第１４回日ＡＳＥＡＮ防衛当局次官級会合」について 

 

 

令和７（２０２５）年２月１１日、防衛省・自衛隊は、福岡において第１４回日Ａ

ＳＥＡＮ防衛当局次官級会合を開催しました。 

議長は加野防衛審議官が務め、ＡＳＥＡＮ各国（※）及びＡＳＥＡＮ事務局に加え、

ＡＳＥＡＮ加盟が原則合意されている東ティモールがオブザーバーとして参加しま

した。 

（※）ＡＳＥＡＮ各国からはブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレー

シア、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナムが参加。 

 

本会合では、令和５（２０２３）年１１月に開催された第８回日ＡＳＥＡＮ防衛担

当大臣会合において我が国が提示した「防衛協力強化のための日ＡＳＥＡＮ大臣イニ

シアティヴ：ジャスミン（Japan-ASEAN Ministerial Initiative for Enhanced 

Defense Cooperation: JASMINE）」の下で取り組んできた具体的な防衛協力の実績に

ついて各国防衛当局次官級で確認しました。また、今後の新たな取組の実施に向け、

参加各国等と率直な議論を行いました。さらに、今般の会合に併せて、ブルネイ、カ

ンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、

ベトナム、東ティモール、ＡＳＥＡＮ事務局との間で二国間会談等を行いました。 

 

本会合の概要は、以下の通りです。 

○ 我が国からは、厳しい挑戦を受ける安全保障環境の中で、地域の安全保障協力

をリードするＡＳＥＡＮの役割がますます重要になっている旨を強調しました。 

○ 加えて、「ジャスミン」は我が国が目指す「自由で開かれたインド太平洋」と「イ

ンド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルック」という、本質的原則を共有するビ

ジョンの実現を力強く後押しするものである旨を強調しました。 

○ その上で、我が国からは、「ジャスミン」に基づく具体的取組について振り返り、

ＡＳＥＡＮとの新たな防衛協力の可能性について発表を行いました。 

○ ＡＳＥＡＮ各国とＡＳＥＡＮ事務局からは、地域の平和と安定に向けた今後の

日ＡＳＥＡＮ防衛協力について発表が実施され、建設的な意見交換が行われま

した。 

○ 本会合を通じ、我が国とＡＳＥＡＮ諸国が引き続き「ジャスミン」の４つの柱

を基に協力し、共に地域の平和と安定に一層貢献していくことを確認しました。 

 

※「ジャスミン」に基づく協力実績については別紙参照。 

 

（以上） 

 



ジャスミンの下での主要な協力（１）

• 日ＡＳＥＡＮ及び東ティモール乗艦協力プログラム（2024年6月）

• プロフェッショナル・エアマンシップ・プログラム（PAP）（2024年7月）

• 日ＡＳＥＡＮサイバーセキュリティ協力プログラム（2023年11月・2024年7月）

第一の柱：日ＡＳＥＡＮで力や威圧によるいかなる一方的な現状変更も
許容しない安全保障環境の創出

第二の柱：日ＡＳＥＡＮ防衛協力の継続と拡充

ジャスミンの下での主要な協力（２）

• 日ＡＳＥＡＮ女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）協力プログラム
2024年10月に日本にて初開催

第三の柱：日ＡＳＥＡＮ防衛関係者の更なる友情と機会の追求

ジャスミンの下での主要な協力（３）

• 海洋協力及び連結性会議
共通の課題への対応に向けた対話を実施

2024年12月にインドネシアと共催（於：ジャカルタ）

33の国・機関から参加

第四の柱：ＡＳＥＡＮ・日本・太平洋島嶼国の連携の支持

ジャスミンの下での主要な協力（４）

• 中谷防衛大臣によるラオスでのＡＤＭＭプラス
（2024年）への参加

• フィリピンとの海洋安全保障専門家会合（海洋安保Ｅ
ＷＧ）共同議長


